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Lebensgeschichte der dialektischen Theologie 
一一DerBriefwechsel zwischen K. Barth und E. Thurneysen， 1913 -1914一一
Yutaka SHIOYA， Teruo UTSUNOMIYA 
Bei einer wissenschaftlichen Ergrundung der Gedanken von Karl Barth pflegt man ihn - fast ausschlieslich 
imd zwar mit gutem Recht - als Professor fur dialektische Theologie oder als einen Religi凸ssozialisten，ja auf 
ale F五lIeals eine stets in Vordergrund der Geistesgeschichte geruckte Personlichkeit zu betrachten. Aber in-
sofern als jedes Gedankensystem mitten in der menschlichen Wirklichkeit seine solide Grundlage haben sol， 
.ware es in hohem Mase wunschenswert， fals sich eine Reihe von Schriften finden liese， indenen Worte und 
Taten des betreffenden Denkers in seinem Lebensbereich konkreterweise dokumentiert sind. Als Informations-
quelle dieser Art darf uns der Briefwechsel zwischen K. Barth und E. Thurneysen， welcher sich ungefahr 50 
Jahre erstreckt， zur Verfugung stehen， zumal da er nicht einfach aus dienstlicher Verpflichtung bzw. aufgrund 
intensiver Diskussionen uber genau bestimmte Themen， sondern ganz spontan， intim wie auch gesprachsweise 
durchgefuhrt wurde. In der Tat wird er uns ein reichhaltiges Material zur Kenntnisnahme des Menschen Barth 
in vollem Umfang bieten. Daraus lassen sich namlich eine Anzahl von seinen Ansichten uber die sich mit im-
mer schnellerem Tempo wandelnde sozial-politische Lage， seine eindeutige Stellungsnahme zu theologischen 
Tendenzen damals， und nicht zuletzt manigfaltige Eindrucke vom A1tagsleben sowie Reaktionen dazu jeweils 
ins Detail entnehmen. Leider ist die Ubersetzung davon bei uns allen Erwartungen entgegen noch nicht zur 
Erscheinung gekommen. Der Anlas zur vorliegenden Arbeit wird wohl dadurch begrundet. Obwohl vorlaufig 
ein Teil des Briefwechsels (von 1913 und 1914) publiziert werden konnte， hoffen wir doch， das er zu den 
































































































I. E【luardThurneysen，“Die Anfange : Karl Barths Theologie der Fruhzeit，" in : Antwort， Karl 
Barth zum 70. Geburtstag am 10. Mai 1956 (Evangelischer Verlag AG. Zollikon-Zurich， 1956). 
なお， Siebenstern版では表題は単に“KarlBarths Theologie der Fruhzeit"となっており，本稿
ではこちらを採った。
皿.Karl Barth Gesamtausgabe， Karl Barth-Eduard Thurneysen Briefwechsel， Band 1， 1913 -1921 










































































































































































































































































































































































































































































1.エルンスト・トレルチュ「キリスト教の諸教会と諸集団に関する社会理論.J (Ernst Troeltsch. Die 
Soziallehren der christlichen Kirchen und Gruppen. Gesammelte Schrザlen.Bd. 1 . Tubingen. 1912) 0 トレルチュ
(1865 -1923)は，ハイデルベルクの組織神学教授。
2. エドゥアルト・トゥルナイゼン (EduardThurneysen 1888 _32)) は， 1911年から1913年までチュー
リヒのキリスト教青年会の副主事， 1913年から1920年までアールガウ州ロイトヴイルの牧師。
3.パウル・シルト (PaulSchild 1884 -1966)は，当時，ザーフェンヴィルの隣りの教会であったユル
クハイム33)の牧師。
4. これは， 1914年の『神学と教会』誌に掲載された (ZThK24， 1914， S. 21-32; 65-95)。



















































1 フリードリヒ・ナウマン (FriedrichNaumann 1860-1919) は，福音主義神字者，政治家。
2. F. Naumann. Golteshilfe. Gesamtausgαbe der Andαchten 1895 -1902， Gottingen. 19114; ders.， Was heist 
christlich.sozial ?，Leipzig. 1894 (18962); ders.， Asiα， Berlin， 1899 ; ders.. Brie戸uberReligi側， Berlin. 1903 (9166); 
ders.， Ausstellungsbriefe， Berlin， 1909 ; ders.. 5rmnenfiαhrten， Berlin， 1909. 
3. E ・トゥルナイゼン「フリードリヒ・ナウマンにおける倫理と政治の相互関係J (E. Thllrneysen， 
Ethik und Politik in ih陀mgegenseitigen Verhaltnis bei F門edrichN，αumαnn. in : Centralblatt des schweizerischen 
Zofingervereins， Jg. 21， 1910/11. S. 138ー 160)。














1. K・バルト「全国博覧会J (K.Barth. Landesausstellung， in: Neue Wege， Jg.8， 1914， S. 304 ff.)。こ
れは， 1914年6月7日，ザーフェンヴィルでなされた説教で、ある。「新しい道』誌は， L.ラガツなとが編
集する宗教研究の雑誌39)。
2. K・バルト「助け， 1913年J (K. Barth，くDieHi於:>1913， in: Die christliche Welt (= CW)， Jg. 28， 
170 
弁証法神学の生活史 バルト・トゥルナイゼン往復書簡・ 1913年一1914年
1914. Sp. 774-778)0この論文は. F・ナウマンが編集する雑誌『助け一一政治・文学・芸術のための
雑誌.1 (Die Hil戸。 Wochenschriftfur Politik， Literatur und Kunst)の第19号.1913年に関する批評である。

















1 マルティン・ラーデ (MartinRade 1857 -1949)は，福音主義神学者，マールブルクの組織神学教授，
rキリスト教世界」誌の編集者。
2.戦争勃発後キリスト教世界」誌は，数号にわたってルターの著作「兵隊も幸せな立場にありうる
や否や.1 (くObKriegsl印 teαuchin seligem 5t仰の seinkonn四>， 1520) を抜粋して載せた (CW28， Sp. 788 f.， 
806 f.， 820 f.， 837 f.，857 f.) 0 
3. ヴイルヘルム・ハードルン (WilhelmHadorn 1869ー 1929) は，ベルンのミュンスター(=大聖堂)
牧師，ベルンの実践神学教授。


















新聞などで読むように(ドイツのために祈る) トルコ人すらも O これが本当の姿であって，これ
と違った考え方をする人は妄想家です。そしてヴェルンレも論じているのですが，それこそ成熟
した冷静なキリスト教的態度です。しかもそれは，不可抗的必然性でもって歴史から明らかにな










1.ベーター・バルト (PeterBarth 1888-1940) は，カール・バルトの弟， M・ラーデ教授の婿，ラウ
ペン41)の牧師，その後マディスヴイル42) (ベルン)の牧師。 w・ニー ゼル (Niesel) と共にカルヴァン
選集J ([0仰削sCalvini opera seleclα，5 Bande， Munchen， 1926-1952)の編者。


















































































































1. リヒアルト・キスリング (RichardKisling 1862-1917)は，商人・美術商。ヘートヴイヒ・キスリン
グ (HedwigKisling). 旧姓へートヴイヒ・ホフマン(Hoffmann)の夫45)
2. フリッツ・ツーラウフ (FritzZulauf 1885-1965)は，デルスペルクの宗教社会主義の牧師，パルト
の学友。
3.パウル・ナートルプ (PaulNatorp 1854-1924)は，マールブルクの哲学教授。
4 ヴイルヘルム・ヘルマン (WilhelmHerrmann 1846-1922)は，マールブルクの組織神学教授，カール・
バルトの師。
5. ホルスト・シュテファン (HorstStephan 1873-1954)は，マールブルクとライブツィヒの組織神学
教授。
6. この往復書簡は，この雑誌にではなく新しい道』誌に掲載された。 1914年9月4日付書簡の注 1
を参照。
7.パウル・バッハオフナー (PaulBachofner) は，チューリヒのフラウミュンスター牧師。
8. ア一ドルフ・ケラー (AdolfKeller 1872 -1963)は，ヨーロッパにおけるエキュメニズム運動の発起
人の一人，スイス教会連合の主事。
9 チューリヒ市アウサーシールでは，スイス宗教社会主義の発起人・指導者の《人であった宗教社会主











































































1 .パウル・へガー (PaulHogger 1875ー 1942)は，チューリヒのグロースミュンスターの牧師で，カール・
バルトの従兄弟。
2. ゴットフリート・トラウプ (GottfriedTraub 1869ー 1956) は，福音主義神学者，最後はドルトムン
トの牧師。自由主義の牧師ヤート(Jatho)の擁護者で，教会統治を攻撃したため免職になったo Eisernen 
Blatter (Oortmund 1914 f.， Berlin 1919 f.)紙の編集者。彼はこの新聞を通して戦争神学を主張した。「トラ
ウプに対する答え」とは L.ラガツ「ドルトムントの神学博士，ゴットフリート・トラウフ。牧師への答え」













































































2.ローベルト・エプレヒト (RobertEpprecht 1889ー )は，シェフトラント47) (アー ルガウ)，ザンクト・
ガレン品チューリヒの牧師，ザーフェンヴイルの隣接区の牧師，現在は隠退。
3.いずれもアールガウの牧師。












とを， きっと欲しているのでしょう O これは私が前々から抱いていた疑念で，このため私は，ま
すますクッターのほうへ引き寄せられるのです。(..・H ・〕
敬具 エドゥアルト


















































2. H・クッター「戦争に関すること 小児教義問答一一J，鐘J (チューリヒ・キリスト教青年会
月刊誌)所収 (H.Kutter， <Et制 sv棚 Krieg.Eine Kinderlehre>，in : Die Glocke， Jg.23， Dez. 1914， S.13 f.)。
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1. F・ナウマン '1914年クリスマスJ(F. Naumann， W，川口叫chten]914. in: Die Hilfe， Jg20，1914， S.848 f.)。
E.トレルチュ「地上の平和J (E. Troe1tsch， Friede州 rErden， ebd. S. 833 f.)。
2. L ・ラガツ「、Jeof日をもたらす人たちは干ニいなり (マタイ 5・9に関する説教)J (L. Ra日az，Selig sind 
die Friedebring正r.in: Neue Wegε， Jg. 8 ， 1914， S.488 ff.) 0 
3 ゴソトロープ・ヴイーザー (GottlobWieser 1888-1973) は，ハーゼルのピニゲン，東スイス，パー
ゼルのリーエンの牧師。ノミル卜，ゴーガルテン， トゥルナイゼンの友人。数年間改革スイスの教会新聞』




3) Der R初日γbrief(Bern. GA Baschlin， 1919) ; [)er Rσmerbriげ， ZwεiteA ufla日e(Munchen， Christian Kai 
ser， 1922). 第2版には邦訳がある。吉村善夫訳「ローマ書j (rカール・ハルト著作集』第14巻)新教
出版社， 1967年。小川圭治・お波哲男訳『世界の大思想、・ハルト・ローマ書議解j M出書房， 1968年。
4) Suchet Golt， sowerdet ihr leben! (Bern， G.A. Baschlin， 1917)_小l[j誠太郎訳『神を求めよ，さらば生く
べし』長崎書応， 1938年は，この抄訳であるυ




7) Hiblische 1-、ragell，Einsicht開削ld!lusblicke (Munchen， Christian Kaiser. 1920). 山本布l訳「聖書におけ
る問いと明祭と展望J (~カール・バルト著作集」第 l 巻)新教出版社， 1968年。
8) "Die neue Welt in der Bibel，" in Dαs Wort Gottes und die Theolοgie (恥lunchen，Christian Kaiser‘1924) 
9) ，エベソ人への手紙J 6・12に山;lとする言葉と忠、われる。
10) ブルームハルトのモ y トーとも古うべき言葉( この弓葉については，そしてブルームハルト父子に対
するバルトの関係については，井!良雄『神の|王!の âjf人ブルームハル卜父f-新教n~版社， 1982年を参
照せよ。なお，これは特筆すべき脅である。


























18) Wilhelm Vischer， Christuszeugnis des Alten Test，仰~ents ，1，1934; I， 1942. 









21) Widerst，αnd und Ergebu時 (Munchen，Christian Kaiser， 1951).倉松功・森平太訳「抵抗と信従』新教
出版社， 1964年。
22) Franz Overbeck， Christ仰 tumund Kultur， Hrsg. v. Carl A. Bernoulli (Wissenschaftliche Buchgesell 
schaft，1963 (Nachdruck d. Aωg. BaseI1919)). 
23) “Unerledigte Anfragen an die heutige Theologie，" in : K.Barth und E. Thurneysen， Zur inneren Lage des 
Christentums (Munchen， Christ山 1Ka悶 r，1920). 
24) 1920年4月20日付でトゥルナイゼンに宛てたバルトの書簡。本稿には訳出していない。
25)最初これはキリスト教世界』誌上の論戦という形で，五回にわたって行なわれた (Christliche
Welt， 37. Jg.， 1923， Heft 1/2， 5/6， 9/10， 16/17， 20/21)。後にこれらはまとめられて， Karl Barth， Theolo. 
gische Fragen und Antworten (Evangelischer Verlag AG. Zollikon， 1957) に再録された。




27) Gottesdienst-Menschendi四日t，Ed凶 rdThumeysen zum 70. Geburtstαg仰 110.Juli 1958 (Zollikon-Zurich， 
Evangelischer Verlag， 1958). その 7-173頁に， 1921年から1925年までの計96通の手紙が収録されてい
る。
28) Karl Barth • Eduard Thurneysen， Ein Briefwechselωs der Fruhzeit der dialektischen Theologie (M加 chen





















43)原語は Kampfreligiono Antwort版と Siebenstern版では，戦闘神学Kampftheologieとなっている。
44)地図 1参照。現在は通例デレモンと呼ばれる。
45)本文ではリヒアルト・キスリングをバルトの「義兄 (Schwager)J と訳しておいたが，正確には日本、
語の義兄に当たらない。彼は，バルトの妻(ネリー)の姉(へートヴイヒ)の夫である。
46)地図 2参照。
47)地図2参照。
48)地図 1参照。
49) ツオフインゲンとオフトリンゲンの中間にあり，現在，人口3500人ほどの村。ザーフェンヴイルの南
西数キロに位置する。
50)地図 2参照。
51)地図2参照。
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(昭和61年5月21日受理)
iji谷段・宇都宵輝夫
1.スイス全土
チュ りヒ ザンク卜・ガレン
関係地図 ヘルン
勺ミにょっ
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